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新潟県における暖温帯植物の短報 (6)

朱 雁 ･ 石沢 進

阿賀野川流域における暖温帯植物の分布と生態

阿賀野川流域には､暖温帯の植物数種が内陸まで分布していることが､これまでの分布調査で明らかになってき

ている｡ここでは阿賀野川流域におけるユキツバキと暖温帯の植物との分布関係について取り上げてみたい｡

1 ユキツバキとアカガシの群落

アカガシは県内の海岸や平野部に接する山地に自生している(図1)｡阿賀野川流域では阿賀町三川地区に分布し

(図2),県内では最も内陸に生育している｡

ユキツバキとアカガシとの分布については､すでにその実態を報告した(朱 2003,朱 2006)｡阿賀野川下流部に

位置する三川地区小石取の山地でアカガシの古木とユキツバキが共存している｡新潟県内のアカガシの生育地では､

ユキツバキとヤブツバキの中間型のユキバタツバキと共存することはあるが､純粋のユキツバキと共存するところ

は少ない｡そのことから小石取の生育地は､生態学上貴重な所在地であ

る [写真1]｡

図1 新潟県におけるアカガシの分布 (36貢)

図2 阿賀野川流域におけるアカガシとフユイチゴの分布 (36頁)

2 ユキツバキとフユイチゴの群落

新潟県におけるフユイチゴの分布は,アカガシと同様に海岸と平野部

に按する山地に分布している(図3)0

フユイチゴは地面を這って広がる常緑性の種であるが､阿賀町内にも

生育している｡町内のフユイチゴは､三川地区 :熊渡 50m･細越 90m･五

十島 70m･黒岩 50m･白崎 70m･新谷長走川右岸 180m､津川地区 :大牧本

尊岩 250m･願麟山 80m･同<松坂峠道>90m､鹿瀬地区 :湯之浦麟麟山

80m･同<松坂峠道>90m･角神<水沢道>80mのように広域に点在してい

る(関 1983)｡また,上川地区 :日光寺の旭滝道にも分布しているとい

う斎藤久夫氏の情報により,同氏の案内で現地調査を行い確認した｡

以上のように阿賀町では､4地区それぞれ本種が分布している(図2)0

ユキツバキとフユイチゴの分布上の関係は､生育地で共存したり,ある

いは住み分けたりしている｡例えば､三川地区の林道黒岩一大牧線沿い

と上川地区の旭滝付近の生育地では,ユキツバキと共存しているが,鹿

瀬地区角神一水沢線の生育地では､近接してユキツバキが生えていない｡

なお､県内における内陸の分布は､魚沼市小出で確認し､/
ここではフユイチゴが､ユキツバキと按しているか､または

下層にまで生育している (朱･石沢 2009)0

図3新潟県におけるフユイチゴの分布 (36頁)

ユキツバキ ･フユイチゴ群落 (共存する植生)

① (植生調査3×10m)[写真2]

新潟 :東蒲原郡阿賀町三川く黒岩一大牧線>230m

Sept.21,2009津川 5639-43-41

N37042.285/ ;E1390 23.623/

高木層にアカメがシワ2･3,ミスやナラ(辺縁)1･1.

亜高木層にケアデラチャン1･1,ウワミスザ タラ1･1,ムラサキシキデ1･1,アカメがシワ+.

低木層にユキツバキ1･2,モミシ寸イチコや112,ミスやナラ1･1,カスミがクラ1･1,

写真 1 ユキツバキ ･アカガシ群落
(三川小石取)

ハイイヌガ 1･1,ツルウメモドキ1･1,ケキデシ1･1,タラノキ1･1,ミス寸キ1･1, 写真 2 ユキツバキ ･フユイチゴ群落 (払川)

ハイイヌがヤ+,クリ+,オオハヾタロモゾ+,マタタビ+,エデアシやサイ+,クマイチコヾ+,
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アカメがシワ+,ヒメアオキ+,ムラサキシキデ+,クサキ寸+.

草本層にフユイチコや4･5,ミヤマイクかタや2･3,ツルアシやサイ2･3,ユキツハ笥1･2,げ アシやサイ1･2,ハイイヌガ 1･2,クマヤげ 1･2,ミヤマカンガ 1･2,

シヾユクモンシ寸シタ寸1･1,ミスやナラ1･1,マタタビ1･1,げ ドゥ1･1,ケキデシ1･1,ヤイトバナ111,チデげ サ1･1,ミデシが+,シケシタや+,シシがシテ+,

ハイイヌがヤ+,コナラ+,ヒメコウデ+,ケアデラチャン+,ミツバアケビ+, イワがラミ+,モミシ寸イげ +,クマイチコや+,アカメがシワ+,サンショウ.+,サンカタデル+,

ヒメアオキ+,タラノキ+,エコ○ノキ+,クサキ寸+,ムラサキシキデ+,ダニウツキ寸+,オトコエシ+,ヒヨドリバナ+,ツユタサ+,ススキ+,オクノカンスゲ+,

その他､範囲外にクサイチコ寸があり､イイキやり(単木)は近くの道路の反対側にある.

ユキツバキ･フユイチゴ群落 (共存する植生)

② (植生調査10×10m)[写真3]

新潟:東蒲原郡阿賀町(上川)払川 く旭滝道〉

sept.28,2009 御神楽岳 5639-33-74

高木層にスキ寸1･2.

亜高木層にツノハシバミ+.

低木層にユキツバキ3･4,ムラサキシキデ1,クリ,ヤマクミワ,ケアデラチャン,サルナシ,

ウワミス寸サ寸タラ,ヒメアオキ,ヤマボウシ,タニクツキ寸,オオカメノキ.

草本層にユキツハ寸キ3･4,7ユイチコや3･4,ミヤマカンスゲ2･3,ミデシタ寸1･2,

ツノハシバミ1,ハイイヌツゲ1,ケアデラチャン1,マルバフユイチコや1,

モミシ寸イチコや1,ハタウンがク1,タイリンヤマハツカ1,キバナアキキ○リ1,

ヒロバスが1,ミヤマイタチシタ寸,ナライシタや,ヤワラシデ,サトメシタや,

ヤマイヌワラビ,リョウメンシタや,シ寸ユウモンシナシタや,シシがシテ,

オニク÷ルミ,クリ,アカリ,ホオノキ,オオバタロモゾ,ミツバアケビ,

写真 3 ユキツバキ･フユイチゴ群落

(上川)払川 く旭滝道〉

トリがタハンショウデル,コシノカy7オィ,サルナシ,イワがラミ,ツルアシやサイ,トリアシショウマ,

クマイチコ寸,アド,ヤマウルシ,ウリハタやヵェデ,ハイイヌツゲ,クマヤナキ寸,ナがハシスミレ,ヒメアオキ,コシアデラ,リョげ ,ヤブコウゾ,タニウツゲ,ツルリンドウ,

ツルニンシナン,アキノキリンゾウ,キクバドコロ,チマキサ寸サ,チデミサやサ,アオスが.

なお､ユキツバキとフユイチコ寸が共存する範囲は100×100mあり､高木層にはスキ寸,ホオノキ,キハタ寸､亜高木層にはヤマクやワ､
ケアデラチャンなどがあり､また､ワラビ,ハリがネワラビ,カラクサイヌワラビ,マげ サ,スミレサイシン,モミシ寸イチコや,マルバフユイチコや,ヌスビトハキ寸,

エデュスヾリハ,エデツリバナ,アオハタや,ヒメモチ,タカノツメ,ツルアリドオシ,ヤデコウシや,クサキ寸,アオバげ ,オニドコロ,マムシクやす,

※サルメンエビネ,エビネなどがある0

3 ユキツバキとソヨゴの群落

ソヨゴの新潟県における分布は,海岸および平野部に接する山地であり,村上市山北で北限になっている(図4)｡

阿賀野川流域では,阿賀町三川,鹿瀬,津川,上川の各地区に生育している(図5)0

ユキツバキとソヨゴとは､三川地区吉津での共存を報告している(朱 2003)｡また､2009年には､津川地区の野村

でユキツバキとソヨゴが共存していることを確認した｡さらに､上川地区の袴腰山の山麓でソヨゴの分布を確認し

ている(池上･石沢 1990)｡ソヨゴはアカガシよりも阿賀町の阿賀野川流域に内陸まで生えており､ユキツバキと共

存している｡

図4新潟県におけるソヨゴの分布 (37頁)

図5 阿賀野川流域におけるソヨゴ･ヤマグルマの分布 (37頁)

ユキツバキ･ソヨゴ群落 (共存する植生)(植生調査3×3m)

新潟 :東蒲原郡阿賀町津川野村 130m

Nov.7,2009 御神楽岳 5639-33-89

高木層にミスやナラ1･2,コナラ1･2,スキ寸+･1.

亜高木層にリヨコや(高3-4m)1･2,ハウチワカエデ(高2m)+･1,コマユミ+.

低木層にユキツバキ1･2,エリやユスヾT)ハ1･2,ハイイヌツゲ,リヨコや,チマキサ寸サ.

草本層にソヨコや2･3,ユキツバキ1･2,エリ÷ユス寸リハ1･2,ツルアリドオシ1･2,クリ,ミス寸ナラ,ツタバネ,コシノカンアオイ,ヤマウルシ,ハイイヌガ ,コマユミ,ヒメアオキ,

T)ヨげ ,げ コウシや(莱),ツルリンドウ,オオカメノキ,げ ユリ,チマげ サ,オクノカンスデ.
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4 ユキツバキとイイギリの群落

上記の暖温帯の植物は､いずれも常緑性であるが､暖温帯に生える落葉性のイイギリが阿賀町に分布している｡

新潟県における本種の分布図(図7)によると,主に海岸沿いに近接している山地に分布し,阿賀野川沿いでは例外的

に平野部に接する五泉地区の分布が記録されている (平 1989)｡その後,本種は阿賀野川沿いの内陸部,すなわち三

川地区と津川地区で分布を確認した｡具体的には三川の黒岩から津川の大牧を結ぶ林道沿いにイイギリが点在し､と

ころによってはイイギリが群生している (朱･石沢 2006)｡阿賀町で

は､イイギリが県内で最も内陸に分布している地域であり､ここでは

しばしばユキツバキと共存している(図 8)0

図7新潟県におけるイイギリの分布 (38頁)

図8 阿賀野川流域におけるイイギリ･カラスザンショウの分布

(38頁)

ユキツバキ･イイギリリ群落 (共存する植生)(植生調査5×5m)

[写真4]
新潟 :東蒲原郡阿賀町津川く黒岩一大牧線>250m

sept.21,2009津川 5639-43-42

N37042.367/ ;E139024.548/

高木層にイイキやリ1･2,コナラ1･2.亜高木ケアデラチャン1･2,アカメがシワ1.2.

低木層にユキツバキ2･3,モミゾイチコや1･2,コナラ1･1,ケアデラチャン1･1,

ムラサキシキデ1･1,クワミス寸サ÷タラ,クマイチコや,サンショウ,タニクツキ寸.

草本層にユキツバキ2･3,ミヤマカンスゲ1･2,ミデシタ｡,サカゲイノデ,リョクメンシデ,

ゾユクモンシ寸シタや,スキ寸ナ,ハイイヌがヤ,サワシハ寸,ヒメコが ,ミスやヒキ,

ケアデラチャン,ボタンデル,イワがラミ,クマイチコや,フゾ,アカメがシワ,

ヤマモミシ寸,クマヤナキ寸,アオイスミレ,ナがハシスミレ,オカトラノオ,ヤマノイモ,チデミがサ.

その他､道路対面にイイキ寸1)単木(高木)がある.
写真 4 ユキツバキ･イイギリ群落

(津川黒岩一大牧林道)

5 ユキツバキとカラスザンショウ群落

イイギリと同じく暖温帯に生える落葉性のカラスザンショウも県内に分布

している(図9)｡阿賀野川沿いではカラスザンショウもイイギリとほぼ同じ

地域に生育してユキツバキと共存している (図8)｡カラスザンショウの生育地の植生は次のようである｡

図9新潟県におけるカラスザンショウの分布 (38頁)

ユキツバキ･カラスザンショウ群落 (共存する植生) (植生調査10×10m)

新潟 :東蒲原郡阿賀町三川く黒岩一大牧線>250m

Sept.21,2009津川5639-43-41

N37042.561/ ;E139023.780/

高木層にカラスサヾンショウ2･2,スキ寸1･2,ヌルデ1･1.

亜高木層にカラスサ寸ンショウ1･2,スキ寸1･2,ヌルデ1･2,ケアデラチャン+,フゾ+,アカメがシワ+. し

低木層にユキツバキ3･4,ハイイヌがヤ1･2,チげ がヤ1･2,ケアデラチャン1･2,ヒメアオキ1･2,クリ1･1,ケげ シ1･1,ヒメアオキ1･1,ムラサキシキデ1･1,

オオバタロモゾ+,サンショウ+,モミシ寸イチコや+,クマイチコや+,フゾ+,イイキやり+,エコやノキ+,クサキ〇十,ミヤマがマスやミ+,タニクツキ寸+.

草本層にユキツバキ4･5,ミヤマカンスゲ2･3,オクノカンスゲ1･2,ミリやげ ,チげ がヤ,クリ,ヤマクリ,ケアデラチャン,オオバクロモゾ,ミツバアケビ,オげ けり,

イワがラミ,ウワミスザタラ,フシ寸,サンショウ,ヤマモミゾ,ハイイヌガ ,クマヤげ ,イイキやり,アオイスミレ,げ ハシスミレ,ヒメアオキ,げ コウシや,コナスP,
エコリキ,ムラサキシげ ,がマスやミ,ミヤマがマスやミ,タニクツキ寸,ヒヨドリバす,ヤマニがナ,サルトリイバラ,ヤマノイモ,ヒロバガ ,チッエビネ.

6 ヤマグルマとユキツバキの住み分け

同じ暖温帯の植物でも常緑性のヤマグルマは､海岸沿いの山地を北上する上記の植物と異なり､内陸の山岳を北

上して新潟県の胎内市鳥坂山で北限になっている(図6)｡そのヤマグルマが阿賀町内に生えているが､ユキツバキの

分布域と按するものの共存していない(図5)｡つまり､ヤマグルマはユキツバキとは住み分けているとみられる｡

図6新潟県におけるヤマグルマの分布(37頁),図5阿賀野川流域におけるヤマグルマの分布(37頁)
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図1新潟県におけるアカガシの分布 図3新潟県におけるフユイチゴの分布

__Jー
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図4 新潟県におけるソヨゴの分布 図6 新潟県におけるヤマグル マの分布
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図7 新潟県におけるイイギリの分布 図 9新潟県におけるカラスザンショウの分布
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7ユキツバキ ･モミの群落

モミは主として太平洋が分布している太平洋要素の植物である｡モミ林の下層にユキツバキが分布していること

は､津川に隣接する福島県西会津町でも記録されている (斎藤 1996)｡ここでのユキツバキ被度は､階級2であり､

広く林内に広がっていない｡

新潟県では､津川地区の野村の山中にモミが生えており,県内唯一の産地である｡ここでもモミ林の下にユキツ

バキが僅かに生育しているだけである｡

ユキツバキ･モミ群落 (共存する植生)①(植生調査1×1m)

[写真5]

新潟 :東蒲原郡阿賀町津川野村 130m

Nov.7,2009 御神楽岳 5639-33-89

N37039.139/E1390 29.757/

生育環境では上層部にコナラ(高木)･マルバマンサク(亜高木)･卯ハデカエデ

(低木)･ミヤマがマスやミ(亜高木)があり,その下にモミの実生(高60cm･

10cm)とユキツバキが生えている.

低木層にエソやエスやリハ+･1,オオバタロモシ寸+.

草本層にユキツハやキ1･2,モミ1･1,ミヤマイタチシデ,シシがシテ,エデュスヾリハ,

ハイイヌツゲ,ヤブコウシや,ツルアリドオシ,オクノカンスデ.

周辺にはスキ寸(高木),ユキツバキ(低木),ウラゾロイタヤ,リョげ ,ツルシキミ

などがある.

写真 5 ユキツバキ･モミ群落
(モミ実生と共存) (津川野村)

ユキツバキ･モミ群落 (共存する植生)②(植生調査5×5m)

新潟 :東蒲原郡阿賀町津川野村 (旧田圃)130m

Nov.7,2009 御神楽岳 5639-33-89

N37039.165/E139029.626/

ユキツハやキがモミの根元から3m離れたところに生育する.

高木層にモミ4･5,コシアデラ.低木層にチャボがヤ1･2.

草本層にチマキサ寸サ2･3,ユキツバキ1･2,ミデシタや1,シシがシテ1,でンマイ1,チげ がヤ1･1,キハ寸ナイカけウ1,ショウシ寸ヨウバカマ1,タがネリウ1,へ十二シタや,

ハイイヌがヤ,スキ寸(実生),ケアデラチャン,トげ タハンショウデル,トリアシショウマ,イワがラミ,ブシや,エデュス寸リハ,アワデキ,ハイイヌツゲ,

テT)ハタチッがスミレ,ヒメアオキ,ホツツシ寸,ア財やモ,ツルアリドオシ,ムラサキシキデ,デワノタツナミリク,オクノカンスデ,ミヤマカンスデ.
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